
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
二
回
） 

 

「亡
妻

ぼ
う
さ
い

挽
歌

ば

ん

か
～
大
伴
旅
人
～

」そ
の
２

～
次
田

す

き

た

の
温
泉

い
で

ゆ

（現
・二
日
市
温
泉
）～

・
奈
良
時
代
の
政
治
家
で
あ
り
歌
人
で
あ
っ
た
大
伴
旅
人
が
奈
良
・
平
安
時
代

を
通
じ
て
、
九
州
を
統
治
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
わ
が
国
の
西
の
守
り
と
し
て

の
防
衛
基
地
、
さ
ら
に
大
陸
へ
の
玄
関
口
と
し
て
設
置
さ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
大
宰
府
の
長
官
（
大
宰

だ
さ
い
の

帥そ
ち

）
と
し
て
着
任
し
た
の
が
神
亀
四
（
７
２
７
）
年

末
か
ら
翌
五
年
春
頃
ま
で
の
間
で
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
着

任
後
、
間
も
な
く
最
愛
の
妻
を
病
で
失
く
し
て
い
る
。

・
九
州
に
は
大
伴
旅
人
が
妻
を
失
く
し
、
悲
嘆
に
く
れ
て
詠
わ
れ
た
万
葉
歌
が

あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
首
に
福
岡
県
の
中
部
に
位
置
す
る
大
宰
府
市
に
あ
る
大
宰
府
政

庁
の
跡
か
ら
南
へ
約
３
ｋ
ｍ
の
地
に
今
、
「
二
日
市
温
泉
」
が
あ
る
が
、
こ
の
温

泉
に
天
平
２
（
７
３
０
）
年
、
妻
・
大

伴

郎

女

お
お
と
も
ろ
の
い
ら
つ
め

に
先
立
た
れ
た
大
宰
帥
・
大
伴

旅
人
が
当
時
、
次
田
の
温
泉
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
二
日
市
温
泉
に
宿
し
た
時
に
詠

わ
れ
た
次
の
万
葉
歌
が
あ
る
。



「
次
田

す
き
た

（現
・二
日
市
）
の
温
泉

い
で
ゆ

」

湯
の
原
に

鳴
く
芦あ

し

鶴た

づ

は

吾あ

が
如ご

と

く

妹

に
恋
ふ
れ
や

時
わ
か
ず
鳴
く 

 
 
 

 
 
 

 
巻
六
―
９
６
１ 

 

大
伴
旅
人

（
解
説
）
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
帥そ

ち

大
伴
郷
（
旅
人
）、
次
田

す

き

た

の
温
泉

い

で

ゆ

に
宿や

ど

り
、
鶴た

づ

が

音ね

を
聞
き
て
作
れ
る
歌
」
と
あ
る
。

・
大
宰
府
に
着
任
後
間
も
な
く
妻
を
失
っ
て
傷
心
の
大
伴
旅
人
が
次
田
の
温
泉
で

宿
し
て
い
る
折
か
ら
、
宿
舎
の
付
近
で
か
ん
高
く
悲
壮
に
鳴
く
鶴
の
声
を
聞
い
て
、

孤
独
の
哀
愁
を
一
層
深
く
し
て
湯
の
原
に
鳴
く
鶴
の
姿
に
自
分
を
重
ね
て
詠
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
る
歌
一
首
で
あ
る
。

・
歌
の
意
は
、「
温
泉
が
わ
く
原
中
で
鳴
い
て
い
る
鶴
は
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、

激
し
く
妻
に
恋
焦
が
れ
て
時
の
区
別
も
な
く
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
の

亡
妻
大
伴
郎
女
を
思
っ
て
の
歌
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。

・「
次
田
の
温
泉
は
現
在
の
二
日
市
温
泉
の
こ
と
で
福
岡
県
筑
紫
野
市
に
あ
り
、

筑
紫
野
市
資
料
に
よ
る
と
【
こ
の
温
泉
の
歴
史
は
古
く
孝
徳
天
皇
御
代
白
雉
（
は

く
ち
）
四
（
６
５
３
）
年
、
二
日
市
温
泉
の
近
く
に
あ
る
九
州
最
古
の
お
寺
と
し



て
有
名
な
「
武
蔵
寺

む

ぞ

う

じ

」
の
創
建
者
で
あ
る
藤

原

ふ
じ
わ
ら
の

登と

羅ら

麿ま
ろ

が
薬
師
如
来
の
お
告
げ

に
よ
り
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
】
以
前
は
武
蔵
温
泉
と
云
い
次
田
の
湯
・
薬
師
の

湯
・
西
府
（
さ
い
ふ
）
の
湯
等
、
時
代
と
共
に
名
称
が
変
わ
り
現
在
は
二
日
市
温

泉
と
呼
ば
れ
人
々
に
愛
し
親
し
ま
れ
て
き
た
。

二
日
市
温
泉
は
か
っ
て
は
博
多
の
奥
座
敷
と
し
て
多
く
の
湯
客
で
繁
栄
し
て
い

た
が
町
の
西
側
に
鳥
栖

と

す

筑
紫
野
道
路
と
九
州
自
動
車
道
が
通
り
、
更
に
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
本
線
・
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
が
運
行
し
て
い
る
た
め
交
通
の
便
が
良
く
、
こ
の

た
め
近
年
、
温
泉
街
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
住
宅
が
多
く
建
ち
、
現
在
は
７
軒
余

り
の
温
泉
旅
館
が
あ
る
が
、
福
岡
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
が
著
し
い
。

・
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
二
日
市
駅
下
車
、
駅
の
裏
手
を
西
へ
約
５
分
程
歩
く
と
万
葉

集
で
詠
わ
れ
た
「
次
田
の
温
泉
」
現
在
の
湯
町
「
二
日
市
温
泉
」
が
あ
る
。

（
写
生
地
１
）
こ
の
地
に
は
詩
文
な
ど
に
親
し
む
有
名
な
文
人

ぶ
ん
じ
ん

墨
客

ぼ
っ
か
く

の
来
遊
に
よ

り
数
多
く
の
詩
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
温
泉
街
の
湯
町
本
通
南
端
に
あ
り
幕
末
・

明
治
期
の
公
卿
・
内
大
臣
三
条
実
美

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

が
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
に
詠
ま
れ
た
歌
碑

が
建
つ
旅
館
大
丸
別
荘
旧
玄
関
前
か
ら
温
泉
街
風
景
と
遠
景
に
佐
賀
県
と
福
岡

県
の
県
境
に
聳
え
る
「
基
山

き

ざ

ん

」
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）



旅
人
が
次
田
の
温
泉
に
宿
り
こ
の
歌
を
詠
っ
た
理
由
に
つ
い
て
二
つ
の
説
が
あ

る
。
一
つ
の
説
は
林
田
正
男
著
「
万
葉
の
歌
」
に
は
貝
原
益
軒
の
「
筑
前
国
続
風

土
記
」
の
湯
町
の
条
に
「
癬せ

ん

瘡そ
う

を
い
や
す
功
あ
り
て
、
遠
近
よ
り
来
り
浴
す
る
者

多
し
」
と
あ
る
。
癬
瘡
は
、
で
き
も
の
、
た
む
し
の
類
で
あ
る
が
、
旅
人
は
天
平

二
（
７
３
０
）
年
六
月
に
「
瘡か

さ

を
脚
に
生な

し
、
枕
席

ち
ん
せ
き

に
疾く

る

苦し

ぶ
」
（
巻
四
―
５
６

７
）
と
あ
る
よ
う
に
、
す
ね
に
で
き
も
の
が
で
き
て
、
病
床
で
悩
み
苦
し
ん
で
い

る
。
旅
人
が
入
湯
し
た
の
は
、
そ
の
病
後
の
保
養
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
た

だ
、
病
は
六
月
の
事
で
渡
り
鳥
で
あ
る
鶴
が
飛
来
し
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
と
述



べ
て
い
る
。

・
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
説
に
は
「
次
田
温
泉
は
、
大
宰
府
か
ら
約
３
ｋ
ｍ
と
近
距

離
で
あ
る
か
ら
、
旅
人
を
は
じ
め
府
の
官
人
達
が
、
し
ば
し
ば
こ
の
温
泉
に
浴
し

て
政
務
の
労
を
癒
や
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
伝
え
ら
れ
旅
人
も
政
務
の
慰
労

の
時
に
詠
わ
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

な
お
、
古
代
に
こ
の
温
泉
に
入
浴
す
る
際
の
順
序
が
次
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。

・
平
安
時
代
の
歌
集
「
梁
塵
秘
抄

り
ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う

」
に
は
次
田
の
温
泉
（
今
の
二
日
市
温
泉
）

で
の
入
浴
の
社
会
的
序
列
を
示
し
た
歌
が
あ
る
。「
す
い
た
の
み
ゆ
の
し
だ
い
は
、

（
次
田
の
御
湯
の
次
第
は
、）
一
、
官
（
最
初
に
入
浴
す
る
の
は
大
宰
府
の
高
官
）

二
、
丁
（
次
に
丁
「
観
世
音
寺
」
の
僧
侶
。
）
三
、
安
楽
寺
（
「
太
宰
府
天
満
宮
」

の
僧
侶
。）

四
、
に
は
四
王
寺
（
「
四
王
寺
」
の
僧
侶
。）

五
、
さ
ぶ
ら
ひ
、（
大

宰
府
勤
務
の
武
士
。）
六
、
ぜ
ん
ふ
（
大
宰
府
勤
務
の
料
理
人
。
）

七
、
九
八
丈

（
七
と
八
を
飛
ば
し
て
）
九
、
け
む
丈
（
大
宰
府
の
高
官
を
護
衛
す
る
武
士
。）

十
、
に
は
こ
く
ぶ
ん
の
む
さ
し
て
ら
（
国
分
寺
で
あ
る
武
蔵
寺
の
僧
侶
。）

よ

る
は
過
去
の
諸
衆
生
」。
と
あ
る
こ
と
か
ら
筑
紫
豊
「
九
州
万
葉
散
歩
」
に
は
、



こ
の
温
泉
は
、「
万
葉
時
代
に
お
い
て
も
、
大
宰
府
を
は
じ
め
、
そ
の
周
辺
に
甍

い
ら
か

を
な
ら
べ
て
い
た
諸
官
庁
諸
大
寺
に
属
す
る
官
人
僧
俗

そ
う
ぞ
く

の
入
湯
が
盛
ん
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
写
生
地
２
）

・
福
田
良
輔
「
九
州
の
万
葉
」
に
は
大
伴
旅
人
が
こ
の
次
田
の
温
泉
に
宿
っ
て
、

「
湯
の
原
に
鳴
く
芦
鶴
は
」
と
よ
ん
だ
、
歌
中
の
原
文
「
湯
の
原
」
は
、
ユ
ノ
ハ

ラ
と
よ
ん
で
、
温
泉
の
出
る
原
の
意
が
通
説
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
次
田
に
あ

る
温
泉
の
宿
か
ら
、
そ
の
近
く
の
「
湯
の
原
」
の
地
で
芦
鶴
が
鳴
く
声
を
聞
い
て

い
る
と
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
し
、
現
在
の
二
日
市
温
泉
の
地
「
湯
町
」
の

西
に
隣
接
す
る
旧
・
二
日
市
村
の
小
字
「
湯
の
原
」
に
ほ
ぼ
あ
た
る
だ
ろ
う
と
述

べ
。
ま
た
、
地
名
の
中
の
「
原
」
は
九
州
地
方
で
は
「
ハ
ル
」
の
読
み
方
で
あ
り

「
小
字
・
湯
の
原
」
は
「
ユ
ノ
ハ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
れ
て
い
る
が
、
万
葉
時
代
に

も
「
ユ
ノ
ハ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

小
字
「
湯ゆ

の
原は

る

」
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
二
日
市
駅
」
か
ら
西
南
（
久
留
米
方
面
）

へ
線
路
沿
い
の
道
路
を
約
１
０
分
程
歩
く
と
筑
紫
野
市
の
「
ふ
る
さ
と
館
筑
紫

野
」
等
の
文
化
施
設
ゾ
ー
ン
が
あ
る
が
、
こ
の
地
域
一
帯
を
い
う
。
こ
の
付
近
は

古
く
は
す
す
き
や
芦
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
広
い
野
原
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
見
ら



れ
て
い
る
が
今
は
新
し
い
住
宅
地
と
な
り
古
代
の
趣
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
水
田
の
残
る
住
宅
地
か
ら
南
側
正
面
に
は
旅
人
が
神
亀
五
（
７
２
８
）

年
に
妻
を
失
っ
た
こ
と
へ
の
弔
問
を
す
る
た
め
、
奈
良
の
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
弔

問
使
と
と
も
に
「
基
肄

き

い

（
椽
）
城
」
に
登
り
亡
き
妻
を
恋
い
る
歌
（
巻
八
―
１
４

７
３
）
を
詠
っ
た
」
と
い
う
歴
史
を
有
し
、
国
の
特
別
史
蹟
で
あ
る
「
基
肄
（
椽
）

城
跡
」
が
あ
る
「
基
山

き

ざ

ん

」
と
「
背
振

せ

ふ

り

山
脈
」
を
遠
景
に
描
く
。

（
池
田
杏
花
）

（
参
考
文
献
）「
九
州
の
万
葉
」
滝
口
弘

著
「
万
葉
の
歌
」
林
田
正
男

著
「
大
宰
府
万
葉
の
世
界
」

前
田
淑

著
「
九
州
万
葉
散
歩
」
筑
紫
豊

著
「
大
宰
府
観
光
協
会
資
料
」

・【
参
考
図
】




